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こ
れ
を
知
っ
た
松
三
郎
は
皆
が
出
家
を
勧
め
る
の
も
受
け
入
れ
る
こ

と
な
く
、
自
害
の
道
を
選
ん
だ
。

　

松
三
郎
を
取
り
合
う
恋こ
い
が
た
き敵

の
関
係
で
あ
っ
た
卯
兵
衛
と
清
蔵
は
、

皮
肉
に
も
彼
の
元
服
を
待
つ
間
に
親
交
が
深
ま
っ
て
い
く
。
そ
れ
な

の
に
、
な
ぜ
死
を
選
ば
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
松
三
郎
は

二
人
の
こ
と
を
本
当
に
何
も
気
づ
か
な
か
っ
た
の
か
。
奇
妙
な
三
角

関
係
が
魅
せ
る
切
な
く
悲
し
い
一
作
。

四
、
詠
な
が
め

め
つ
づ
け
し
老お
い

木き

の
花は
な

の
頃こ
ろ

シ
ワ
シ
ワ
な
君
に
恋
し
て
る
!

―
君
は
永
遠
の
若
衆
だ
か
ら
…
…
。

　

江
戸
谷や

中な
か

の
門
前
町
に
二
人
の
老
人
が
暮
ら
し
て
い
た
。
あ
る
日

一
人
が
行
ぎ
ょ
う
ず
い水
を
使
っ
て
い
た
時
、
も
う
一
人
が
そ
の
後
ろ
姿
を
見
て

「
こ
ん
な
に
年
を
と
っ
て
し
ま
っ
て
…
…
」
と
む
せ
び
泣
き
、
二
人

で
手
を
取
り
合
っ
て
嘆
き
合
っ
て
い
た
。
実
は
こ
の
二
人
、
若
い
頃

か
ら
深
く
衆
道
の
契
り
を
結
ん
で
い
た
。
一
人
は
玉た
ま
し
ま
も
ん
ど

嶋
主
水
と
い
う

者
で
、
昔
は
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
ほ
ど
の
美
少
年
で
あ
っ
た
。
も
う
一

人
は
豊と
よ

田だ

半は
ん
え
も
ん

右
衛
門
と
い
う
武
芸
達
者
な
侍
で
、
主
水
が
十
六
歳
、

半
右
衛
門
が
十
九
歳
の
時
か
ら
関
係
が
続
い
て
い
る
。
あ
る
時
主
水

に
横
恋
慕
し
た
男
を
二
人
で
討
ち
果
た
し
、
脱だ
っ
ぱ
ん藩
の
末
、
人
目
を
忍

ん
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
今
に
至
っ
て
い
る
。

　

現
在
主
水
は
六
十
三
歳
、
半
右
衛
門
は
六
十
六
歳
と
な
っ
て
も
、

お
互
い
に
昔
と
変
わ
ら
ず
愛
を
育
ん
で
い
た
。
二
人
と
も
こ
の
歳
ま

で
一
生
女
の
顔
も
見
ず
に
生
き
て
き
た
が
、
老
人
と
な
っ
て
も
衆
道

の
身
だ
し
な
み
は
忘
れ
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
女
嫌
い
は
ど
ん
ど
ん

激
し
く
な
っ
て
い
く
。
上
野
の
山
の
花
見
の
時
節
、
二
人
は
女
の
足

音
が
聞
こ
え
る
と
言
っ
て
戸
口
を
閉
め
切
っ
て
い
た
。
あ
る
日
、
一

人
の
女
が
、
雨
宿
り
を
も
と
め
て
、
無
礼
に
も
家
の
中
を
の
ぞ
き
込

ん
だ
と
こ
ろ
、
半
右
衛
門
は
竹た
け
ぼ
う
き箒
で
「
き
た
な
い
、
汚
ら
わ
し
い
、

立
ち
退
け
」
と
追
い
出
し
、
跡
に
は
砂
と
塩
水
を
打
っ
て
そ
の
場
を

清
め
る
始
末
。
こ
こ
ま
で
女
嫌
い
と
い
う
の
も
、
江
戸
広
し
と
い
え

ど
も
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

約
五
十
年
も
の
間
、
念
友
と
し
て
生
涯
を
共
に
す
る
二
人
。
し

か
し
衆
道
関
係
と
は
、
若
衆
の
元
服
を
機
に
髪
型
を
変
え
て
成
人

の
姿
と
な
っ
た
ら
終
わ
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
主
水
は
成

人
の
髪
型
と
な
っ
て
は
い
な
い
。
つ
ま
り
六
十
歳
過
ぎ
て
も
少
年

の
ま
ま
…
…
と
い
う
ワ
ケ
で
あ
る
。
特
殊
な
関
係
の
二
人
が
求
め

る
幸
せ
と
は
何
な
の
か
…
…
?
と
考
え
て
み
た
く
な
る
一
編
。

五
、
色い
ろ

噪さ
わ

ぎ
は
遊あ
そ

び
寺で
ら

の
迷め
い

惑わ
く

え
ー
っ
?
許い

い
な
づ
け嫁

と
結
婚
!?
こ
れ
で
い
い
の
か
?

…
…
こ
れ
で
い
い
の
ダ
!



15

これが『男色大鑑』〈武士編〉!
若衆文化研究会（番外編）「男色大鑑祭り」2018 年 8 月 3 日 〜 4 日 開催記念

　

尾
張
熱
田
神
宮
の
神
職
高た
か
お
か
が
わ
り
ん
だ
ゆ
う

岡
川
林
太
夫
の
子
外げ

記き

は
、
若
衆
な
が

ら
兄
分
と
し
て
格
の
高
い
神
主
の
大お
お
な
か
い
ひ
ょ
う
ぶ
の
た
ゆ
う

中
井
兵
部
太
夫
の
息
子
大お
お

蔵く
ら

と
、
衆
道
の
関
係
を
結
ん
で
い
た
。

　

あ
る
日
、
遊
び
寺
の
貸
座
敷
で
若
衆
仲
間
が
ば
か
騒
ぎ
を
し
、
芝

居
の
ま
ね
事
を
始
め
た
。
外
記
は
す
っ
か
り
そ
の
気
に
な
り
、
脇わ
き

差ざ
し

を
抜
い
て
目
を
閉
じ
倒
れ
か
か
っ
た
と
こ
ろ
、
心
配
し
て
駆
け
つ
け

た
大
蔵
の
首
を
う
っ
か
り
斬き

り
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
外
記
は
あ
ま

り
の
こ
と
に
取
り
乱
し
、
自
害
し
よ
う
と
し
た
が
周
囲
か
ら
止
め
ら

れ
、
双
方
の
親
に
事
情
を
話
し
て
か
ら
の
切
腹
を
勧
め
ら
れ
る
。

　

大
蔵
の
父
兵
部
太
夫
は
死
ん
だ
大
蔵
の
代
わ
り
に
外
記
に
跡
目
を

継
が
せ
た
い
と
願
い
、
お
上
に
掛
け
合
う
が
認
め
ら
れ
ず
、
外
記
は

切
腹
を
命
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
い
ざ
切
腹
と
い
う
時
に
、
十
四
、五

歳
の
美
少
女
が
駆
け
つ
け
、「
共
に
死
ぬ
」
と
覚
悟
を
決
め
た
様
子

で
取
り
す
が
っ
た
。
そ
の
娘
は
実
は
外
記
の
許
い
い
な
づ
け嫁

で
、
兵
部
太
夫
は

命
が
け
で
再
び
お
上
に
願
い
出
て
、
外
記
の
命
は
救
わ
れ
た
。
そ
し

て
外
記
と
許
嫁
は
祝
言
を
あ
げ
、
家
を
譲
ら
れ
た
。　

　
『
男
色
大
鑑
』
な
の
に
、
男
色
に
は
重
き
が
置
か
れ
ず
、
な
ぜ
か

女
色
で
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
…
…
と
締
め
く
く
ら
れ
た
一
編
。
若
衆
時

代
の
過
ち
か
ら
最
愛
の
人
を
殺
し
、
後
を
追
っ
て
死
ぬ
こ
と
も
許
さ

れ
ぬ
ま
ま
、
不
本
意
な
人
生
を
強
い
ら
れ
る
、
哀
れ
な
男
の
残
酷
物

語
に
も
思
え
て
く
る
。
多
様
な
読
み
の
可
能
性
が
広
が
る
不
可
思
議

な
話
。

【
執
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】（【　
】
内
は
担
当
話
。
50
音
順
）

○
佐
藤
智
子
（
さ
と
う
・
さ
と
こ
）【
巻
一
の
五
、
巻
二
の
一
】
東
京
都
公
立
小
学
校
教
諭
。「
研
究
史
を
知
る

『
武
道
伝
来
記
』」『
西
鶴
と
浮
世
草
子
研
究
』」Vol.3

（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）、『「
む
だ
」
と
「
う

が
ち
」
の
江
戸
絵
本　

黄
表
紙
名
作
選
』（
小
池
正
胤
箸
、笠
間
書
院
、二
〇
一
一
年
）（
校
注
・
解
説
）、「
小

学
校
に
お
け
る
草
双
紙
作
品
の
教
材
活
用
に
つ
い
て
（
そ
の
一
）
〜
（
そ
の
三
）」（『
叢　

草
双
紙
の
翻

刻
と
研
究
』
第
37
号
、
二
〇
一
六
年
二
月
〜
第
39
号
、
二
〇
一
八
年
二
月
）
な
ど
。

○
杉
本
紀
子
（
す
ぎ
も
と
・
の
り
こ
）【
巻
三
の
一
、二
、三
】
東
京
学
芸
大
学
附
属
国
際
中
等
教
育
学
校
主

幹
教
諭
『「
む
だ
」
と
「
う
が
ち
」
の
江
戸
絵
本　

黄
表
紙
名
作
選
』（
小
池
正
胤
箸
、
笠
間
書
院
、

二
〇
一
一
年
）（
校
注
・
解
説
）、『
国
語
教
師
の
た
め
の
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
入
門
―
授
業
づ
く
り
の
視
点

と
実
践
報
告
』（
半
田
淳
子
編
著
、
大
修
館
書
店
、
二
〇
一
七
年
）（
第
2
章
④
解
説
）、「
国
立
国
会
図

書
館
蔵　

黄
表
紙
『
王
子
長
者
』
に
つ
い
て
」（『
叢　

草
双
紙
の
翻
刻
と
研
究
』
第
39
号
、
二
〇
一
八

年
二
月
）
な
ど
。

○
染
谷
智
幸
（
そ
め
や
・
と
も
ゆ
き
）【
序
・
巻
一
の
四
・
巻
二
の
二
】
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
教
授
。『
西

鶴
小
説
論
―
対
照
的
構
造
と
〈
東
ア
ジ
ア
〉
へ
の
視
座
』（
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）、
染
谷
智

幸
／
畑
中
千
晶
編
『
男
色
を
描
く　

西
鶴
の
Ｂ
Ｌ
コ
ミ
カ
ラ
イ
ズ
と
ア
ジ
ア
の
〈
性
〉』（
勉
誠
出

版
、
二
〇
一
七
年
）、
西
鶴
研
究
会
編
『
気
楽
に
江
戸
奇
談
！R

E: STO
RY

井
原
西
鶴
』（
笠
間
書
院
、

二
〇
一
八
年
）
な
ど
。

○
畑
中
千
晶
（
は
た
な
か
・
ち
あ
き
）【
巻
一
の
一
、二
、三
】
敬
愛
大
学
教
授
。『
鏡
に
う
つ
っ
た
西
鶴　

翻
訳

か
ら
新
た
な
読
み
へ
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
九
年
）、
染
谷
智
幸
／
畑
中
千
晶
編
『
男
色
を
描
く　

西

鶴
の
Ｂ
Ｌ
コ
ミ
カ
ラ
イ
ズ
と
ア
ジ
ア
の
〈
性
〉』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）、
西
鶴
研
究
会
編
『
気
楽

に
江
戸
奇
談
！R

E: STO
RY

井
原
西
鶴
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
。

○
濵
口
順
一
（
は
ま
ぐ
ち
・
じ
ゅ
ん
い
ち
）【
巻
四
の
一
、二
】
男
色
文
学
研
究
家
・
博
士
（
日
本
文
化
）。「
野

傾
物
の
発
生
と
消
滅
―
江
島
其
磧
の
作
品
を
中
心
に
」（『
日
本
文
学
』
52
巻
6
号
、
二
〇
〇
三
年
六

月
）、「『
男
色
子
鑑
』
と
『
男
色
大
鑑
』
―
山
八
と
西
鶴
を
巡
っ
て
―
」（『
解
釈
』
50
巻
9
・
10
号
、

二
〇
〇
四
年
一
〇
月
）。

○
浜
田
泰
彦
（
は
ま
だ
・
ひ
す
ひ
こ
）【
巻
二
の
三
、四
、五
】
佛
教
大
学
准
教
授
。
西
鶴
研
究
会
編
『
気
楽
に

江
戸
奇
談
！ R

E:STO
RY 

井
原
西
鶴
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
八
年
）、「『
世
間
親
仁
形
気
』〈
祝
言
〉
の

方
法
―
「
老
を
楽
し
む
果
報
親
父
」
の
『
文
正
草
子
』
利
用
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
京
都
語
文
』
第
二
三
号
、

二
〇
一
六
年
一
一
月
）、「『
色
里
三
所
世
帯
』
の
再
検
討
―
「
天
子
」
を
真
似
る
外
右
衛
門
―
」（『
鯉
城

往
来
』
第
一
九
号
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
）
な
ど
。

○
早
川
由
美
（
は
や
か
わ
・
ゆ
み
）【
巻
三
の
四
、五
】
奈
良
女
子
大
学
博
士
研
究
員
・
愛
知
淑
徳
大
学
非
常

勤
講
師 『
西
鶴
考
究
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
八
年
）、『〈
江
戸
怪
談
を
読
む
〉
猫
の
怪
』（
白
澤
社
、

二
〇
一
七
年
）、「
資
料
紹
介 

川
喜
田
石
水
「
見
た
き
本
」
目
録
―
近
世
期
地
方
知
識
人
の
書
物
意
識
―
」

（『
叙
説
』
四
五
号 

、
二
〇
一
八
年
三
月
）

○
松
村
美
奈
（
ま
つ
む
ら
・
み
な
）【
巻
四
の
三
、四
、五
】
愛
知
教
育
大
学
・
愛
知
大
学
非
常
勤
講
師
。
西
鶴

研
究
会
編
『
気
楽
に
江
戸
奇
談
！R

E

：STO
RY　

井
原
西
鶴
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
八
年
）、『
仮
名

草
子
集
成　

第
53
巻
』（
共
著
、東
京
堂
出
版
、二
〇
一
五
年
）、「『
和
漢
乗
合
船
』
典
拠
考
―
運
敞
著
『（
正

続
）
寂
照
堂
谷
響
集
』
と
の
関
係
か
ら
」（『
日
本
文
学
』
62
巻
3
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
）。



16


